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RX -178 [機体特徴] 

一年戦幸の名隱、 「 RX -78-2 ガンダム」のシルエ 
ットを m 承し、随所に新技衙を取り入れたガンダム 
の後链撻 s 「 RX -1 フ8ガンダム Mk -[ l 」 を■部に至 
るまでリアルに再現。 

金屈チェーンによるケーブルや.可動式内部诗格で 
ある r ムーバブル•フレーム」等の再現によって、 
IE 原惑あふれるメカディテールと，證雜かつ大胆な 
可動を実現。 
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MOVABLE FRAME 

RX -178 ガンダム Mkl は、装甲の取り外しが可能。円部メカをはじめ，岡 
豌、両踟 SB にシリンダー槌锅を含む可勁式内部骨格(ムーバブル+フレーム） 
を莒現。蹈部、 glg {5 はそれぞれの動きにシンクロして各部シリンダーが可動。 
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地球連邦軍特殊部隊——テイターンズ 



uao 081年10月13日。遅邦議会において、一年戰 
争 M の戦後処理の一環として「達邦軍再選計画：が可決さ 
れた。これは、ジオン公国との戥争によって疲諄、消耗し 
た軍 mm の闫謂と、喪失した戦力や施設の復旧に加え 、 m 
S の出現によって抜本的な改革を余儀なくされた戰珞、戦 
街の吾構成をも含んでいた。当然、人 S の補充や人93異動 
ち大規模に実施された（昊 S 的には、戦闘中の緊急人事や 
函3寺拒当官を正式に任官、追認するという側面が強かった 
と言われている）。それに伴い、各軍®拟点の芎屬も実施 
された。 h そしてさらに、相当規模の公国軍残党が地球园に 
潜伏、潜在する箏に莉する保険として「ガンダム開発計画 
*2； が梪秘裎に推進された。この計画は、公国軍との技衞 
格差を是正し、連邦軍による安全俣_侔制を磐石のものと 
T るための布石として計画されたものだったが、0083 
年に起ぎた u デラーズ紛争-ざ のため、計画そのちのが放 
棄された。連邦軍が核運周を前提とした兵器を開髡してい 
たというスキャンダルと、戰後最大規模のコ□二一落 e 事 
故の真相と共に、デラーズ紛争に関わる機密事項として公 
式記録から揉消されたのである。そして、この計画によっ 
て開癸された関連技损ち、そのほとんどが軍事镁密として 
三寸印芒れ C_ しまい、のゐ詩 JfR まじ卽用も援，写 1 &个可能とな 
ったのである。 

実際的には、ガンダム開発計画そのものが正規の予算を 
獲得していたものではなかったため、 M 察が入ることはな 
かったちのの、紛争に_じて違邦軍内部の派閥問争が激化 
し、その结杲が Y ティターンズ -4 設立の直接的な要因とな 
つた s つまり、ガンダム開莞計画の挫折は、遅邦®内部に 


秘密兵器開芫の民間委託とい5方針に危機管理や情報統 
制上の問題点があることを露呈させてしまったので©る。 
無論、屋産機の生産などの民閏委託はある程度謎読され 
たが、0083年以降からある時期まで、 MS の新規開発 
は§本的に連邦軍主©で行われるようになった。 

RX — 178ガンダム Mk _ D は、ガンダム開発計画と 
は全く別系統の開発経路を迪っているため、達邦系のテ 
クノ□ジーに傷向している。それは、彳幾俘の閲発を推進 
してし)たティタ_ンズの方針が大きな要因であった。 

ティターンズの m 帥であるジャミトフ‘八イマン准特 
は“地球至上主義者”であり、ティターンズという钽 ㈣ 
自{本が生粋の迪球出身者のみによって構成されていた。 
ガンダム m k — n は、対外的にはティターンズのフラッ 
グシップ M S となる予定で開発されており、宇 s 世紀に 
おける“地球人 M の M 位性を喧伝するためにも、純粋に 
地球忠身者のみによって開発される必要があったのである。 

秘密兵器を喧伝するというのも不自然だが、_は、ガ 
ンダム開発計画と、デラーズ紛争の翼相隠蔽に完璧を期 
すため、ティターンズには "3 種類のガンダム”を、ある 
程度明曝な形で公表する必要が©ったと言われている。 
つまり、ティターンズの発足自佶、ガンダム開髡計画の 
存在を隠藤することが条伟のひとつだった可能性がある 
のだ。ジャミトフは、これを様々な局面で政治的な力一 
ドとして使ったらしく、逆に言えば、ティターンズが麵 
える数々の特楦は、そうとでち考えなければ不可解なも 
のが多い。 

ガンダム M k — D が新型■であり、画期的な新技銜を 


用語解説- 

■ 1_年野争 

LLC. 0079年1月3日に勃発 
したジオン公 I® 柱!!む争のこ 
匕 発から^:器に至るまでの 
繫鬵がIおよそ—年に及ぶこと 
^ から■後荦こう:？：ざれるように G 
つた= 


•2 ガンダム開発 it ® 

一年數争において画興^な IS 
^げたガンダムよりさらに 

三 ::::. r :: -r 

運のジョン，コーウ Z ン中5兰 
邁のちと . A ■ E が字心となつ 
て行なわれた，この StI ： で□一 
ルアウトした G P シリーズと:？ 
ば n ろ磯江は全！^で3体 （4 体と 
ちいわれる） s 籮攀儀によりこの 
:: t ： E は这浥さ rL 6卩シリーズ 
は公^:には¥在し G かったこと 
になつている。 


-3 デラーズ拐學 

字巨迮.50083荜に公 S 粟残 
笑のエギーユ ■ デラ_ズ军いる 
テラーズ ■ フリートが引き3こ 
した M 争のこと s デラーズが M 
調する「_零の屬作_」により、 
コロニーの： 1* など、連邦竄は 
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数多く内包しているに関わらず、その設計が中途段階 
であるといわれ、開莞者自身が「旧型機」呼ばわりし、改 
良の余地を残したものとなっているのは I そのために完 
成を急いだからだともいわれているのである。 

ただし、例えそうだとしても、ガンダム Mk — n が、 
違邦軍によって键绩的に研究開発されていた R X —78ガ 
ンダムの実質的な後程機で©ることに変わりはない。一 
年戦争に前後して粗接された「 V 作戥で：関連の主要技 
術者は、公国軍のゲリラ掃討部隊の鬚定によるサイド7_ 
撃によって、開発 n 任者であった技術士官のテム，レイ 
大尉を始めとして多くが失われていたが、戦中から戟後 
にかけては、ジャブ□一を中心としてジム系の機体の ill 
厓や改良のために稼働していた部■は現存していた。テ 
イターンズは、0083年の設立直後から、それらに従寧 
していた人員をほとんどそのまま抱え込む形で拐織ごと 
m 承し、“ガンダム”の後鍵機の開発を推進させていた。 
なぜなら連邦軍審隊は、公国軍から接収した〇 
材や施設を活周し、戦力維持の方策とし 
て B っと 1 &効率的で合埕的な手段で軍 
儀を拡充させていたからである。 

テイターンズは、違邦軍に MS 用 
の部品を供給していた企業とも、連 
邦軍とは別枠で契約を交わし、軍の 
防衛計画とは異なる武器調違を実施し 
ていたと言われてし)る。 

ただし、その偉割が確立されるのは数 
年後のことであり、それまでの期間、 

イターンズに主力兵器として供袷されて 
いたのは、ジムの改良型であるジム n 
(グリブス仕様）や遣邦製のザクとも睜 
ベる八イザックなどであった。それ以 
前にテイターンズの専周機として象 
徴的に投入されていたジム_クウエ 
ル-6は、確かに高性能な機体では 
あったが、連邦軍のエリート部隊 
であるテイターンズの象徴と T 


開癸には、テイターンズの面子がかかっていたのである。 

ティターンズは、目らの本拠地としてサイド7 (グリ 
—ン ■ オアシス）の1バンチコ□ニー「グリーン.ノア2」 
を軍罢要塞化し、0085年には“ジオン共和国フ”から 
徴髡した 2 S の密閉型コ□二一を連结して「グリブス」と 
睜ばれるコロニーを建造した。その内壁はすべて靈工業 
施設で占められており、疏笆涟逛や M S などの開発を行 
うエ园として機能していた。 

さらにグリブスは、一年■争後に制足された旧公国軍 
の開発拠点_8も含む MS 生産擬点のひとつに数えられてお 
り、このことひとつをとってち、テイターンズの撻する 
権勢の一端を■うことができる。 

この時期、連邦によって認識されている MS のほとんど 
には3桁の番号が振り分けられており、連邦軍に所屈する 
襪体の機体■号のうち上の2桁（ガンダム M k - ！]の R 
X — ri 7"8」 および、グリブス製ジム II の RMS — 


r 


17” 9」など）は、その機偉が開癸、生■され 

た挺点を表 T 番号となってい 
る。「17」はグリブスで開癸 
されたことを表す B ので®り、グリ 
ブスの工業力がジャブ □一-9 など 

に匹敵するちので 

—7 I — j 

© 公しと^:ホし 

ているのである。 


るには役不足でも®つた。一年 
戦争で勇名を馳せた"ガンダム” 

の名を冠する程彳本の保有は、テ 
ィターンズにとつて、是が非で 
B 違成しなければならない謀題だ 
つた。つま Ck ガンダム Mk — ！！の 
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川諮解説- 

•5 V 作趙 

—筇戰争と、そ 
の母翥の関見 

投入. 3」民 g どを巨的とし 
た^;!;。それ苯でに進んでいた 
RX 9 Z などをし.在でシ 
ステムとしての S 燹を考え r こ厂4 
S ァと三み S 9ベく: I $さ n 
たブ□ジニクト。 ガンダムや； 
ワイ トベースなどを K 尖 :」た: 
i 作と置*エ巧が:ご立していた 
fc 感，い<つなの元行邏塞1が 

二し、？ L L しい D : 


▼6 ジム*クゥエル 

ティクーンズの:;3互に苫^て 
少致麗蘧された G 系の；^:三ほ 
MS C いわ〇るオーガスタ系の 
徽体で、 g ◦ 年代幻半の矍 s 截； 
§迤のゴ2篼力を挎つ。黑を签 
した.いわゆる•ティター 
ンズカラー’が3ごれてい 
る s 黎式遷写は RGM こ_: 3 


■7 ジオン共和 E 

せした一荦教季以後、サイド3 
はサビ冢一党が戈 E していた公 
1から， かつてジ7ン • ダイク 
ンが聲立した共幻2：•へと^ /：：!? 
ることによつて，かろうじてこ 
53 S からの S 立を作ぞ5してい 
た，しかし，連邦からの干渉は 
以 K にも增して^舌っており. 
:巧としての祛 H 扠怒には程这 
いと m わ no 。 
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冏羿お点 

年齡争嗎3後のあろ紹簡- 
したモのモ■含幻. 
w 兑。汚®?^^ k をし、 
ぞ n に gf ? 二ードナンバー 
0分け6れた=グラナダニ 
ルナツー=1しコンペイ 
三ソ□モン） =12. ゼタ.ン 
( IB 7 7 ^ J 又オア. クー）= 
小ぺズン=〗4……な 
ガンダム:.〗 k ， D は、グリフ 
17で梵発さ n た己0 
せで巧ろため I RX -17 S の 
jf #: で p — k 


•9 ジャブ□— 

南沭の S P 亡薄に證塞された 
:の托司令本麵 s 系:■，、夫 
然の饜害を利帘した MX 不運の 

レ V..- : H で：！スー 

ッゃ子百^^の ㈤ 発生.!！の€兵 
で BSo s 名荚ともに;1荈蕙の 
不劣：こで SD . 後ち震 ® U 
S なと•の絮兗 is として蜉 ㈡ し 
ている。 
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先にも述べたように、ガンダム Mk—n 
は r ガンダム開発計画 I とは全く別系統の 
経路を迪って開発された機侔であるため、 

■機体開発に屈いられたテクノ □ジーは 。 連 
邦系のものに■向している。そのため、公 
国系の技街 S 入によって達成されていた問 
題の群法に別の手段が罔いられるなどの非 
効率もなかっ r こわけでもない。しかし、こ 
の機侔の最大の特徴で®る_ムーバブル+ 

フレーム” 0" という発想は,連邦と公国の 
テクノロジーが、再び分断されることがな 
ければ確立されなかっ: r こだろうと言われて 
いる。なぜなら、当時の MS の多くは、公 
囯系のモノコック■造と、違邦系のセミモ 
ノコック構造を必要に応じて受い分けてお 
0、観谅全诨を1系統のフレームによって 
構成するという髡想そのちのが成立しにく 
い状況だったからである Q MS を人彳本に見 
立てるというそのものは新しいもので 
はなかったが、それを実現するためには、 

MS はすでに工業製品として磴立され週ぎ 
ていたのである。ただし、“ガンダム胃は 
当初より“人型”への志向が強い.■依であ 
ったことは確かであり、その意味で言えば、 

原点回帰だと考えることもできるだろう。 

RX — 178ガンダム M k — H のメインコ 
ンピューターは、コクビット■りに配匿さ 
れており、頭部の コ •ブ□セッサーフレー 
ムは、もと モ) とムーバブル*フレームの稼優]1こ対応した設計 
が施されていた。そして、頭部ユニットのコ•プロセッサー 
は、 ムー バブル，フレームから フロー ティングして装涪され 
ている装甲などのコンディションモニターや火器®■を行 
っている。これは、バルカンボッドの制 ㈣ などにも都合が良 
く、このコンセプトは後のバーザムなどの S 苣撻に B 採用 
されている。 

コクピットそのものは、後に連邦製 MS のほとんどに標 
準装備されるコクピットと同等の構造、蹉能を持っている。 
また、360°全天周モニターシステム n 1とリニアシート” 2 
を内蔵し、脱出ポッドヽ13としても機能する。 

これは、一年戰争未期に提窠された球形コクピットのコ 
ンセプトを璉承、発展させたものであり、更なる機能強化 
と“居住性の改善 h が施されている。実際には完璧な球彤 
ではなく、外寸のコンパクト化を指標とした改良型コクピ 
ットなのだが、以後の儲傳の標準装備となる規格品のコ 
クピットブロックと基本的な機能はほとんど同じである。 

非常時には爆裂 
ボルトを作動さ 
せ、コクピット 
ブロックそのも 
のを 脱出ポッド 
として射出する 
ことも可能で、 
シー トの規格 (こ 
適合するノ ーマ 
ルスーツを S 周 
していれば、 シ 
一卜べルトは不 
要となる。 




RX -1 78ガンダム M k - 0の設計思想は、極論すれば 
w 連邦製 MS のにあったと言われている。連邦製 MS の 
代表格で®るジム系の撥体は、デラーズ紛争によって 、 mn 
的に ms としての評価に引©を渡されてしまった。俗に「連 
邦の MS 関連技術はジオンに1〇年は遅れている」と言われて 
いたことち®ってか、違邦軍内部においてさえ、公囯製 MS 
採周を許容する毘潮にあった。冥際に徴発、回収された公国 
製 MS は相当数に上っており、技没者た〇ち多く徴用されて 
いたし、コスト面などか5考えれば、公国系の技衍を採周、 
あるいは流罔した方が効率的なのである。にも関わらず、テ 
ィターンズはガンダム M k — H を開発する際、意図的に純違 
邦系の技商とエンジニアのみを探罔している。その理由とし 
ては、機密保持の側面もあったと言われている 。 GP シリー 
ズ開発にまつわる一連の紛争は、公国系技街者の中に公国軍 
残党「デラーズ > フリート」への内通者がいたことが要因の 
ひとつであった。その結果、新型試作 MS の強奪という S 悪 
の结杲を招いた。連邦系の技荷者のみを採用した背景には、 
そのことを教訓とした:判断ちあったので®る。ただし、それ 
は便宜上の方便であり、筱らの目的は、あくまでオリジナル 
の■■ガンダム”を吾検証することに©ったようだ。 

ガンダムの Q 産型で®る#ジム”が開髡された段「皆で、プ 
□トタイプである“ガンダム”は本来の役目を終えるはずで 
あった。しかし、一荜戦争時においてさえ、ガンダムは m 数 
のバ u エーシヨンを持つに至った。それは、 s 志的には開発 
途上の混乱や軍出的な要13などによるものであり、また、技 
衙的なトライアンドエラーの秸杲でも®ったはずだ。本采 
"工業製品”とは、 S 産化されて生苣ラインが膣立されてから 
の方が卜ータルの惶能や發能などは安定するし、信頼性も向 
上するちのなのだが、 MS に関しては、必ずし B このセオリ 
一は当てはまらない■固が多々見受けられる。それは、搭_ 
するパイ□ットの S 養によるものかちしれないし、兵器とい 


爪語解説- 

M 0 ムー八ブル*フレーム 

MS の桐透に閔する U / C . S 0 
泛代の赶莰可 KafHS とち 
:は- n 、 K 贮$をマウントした 
内锷褛碘造をベースにして、そ 
の上を装宇5で思っていくこと 
で MS を構成するとい3ちので 
あろ：.この技術の ff 立によって. 
この”ャ全盛をむ;:.' 1 える可 G U 
S の g 作が可能となった 0 


*11 全天/ D モニター 

这彤のイジ J ： クシヨンボッドの 
内 s 全てを ; is とし . 自興の ; sa 
全てを投影して、パイ〇ット自 » 
びその空 G • にいるように 33 させ 
るモニタリング装* s ■体各韶の 
カメラなどからの谓«をコンビユ 
一？一上で合成し、 x.y.z の 3 婷す 
ベてにおいて 36 CT の視野が證 
深されていろ。 


•12 II ニアジート 

全天獨スクリーンを配した这 
形コクビットの甲？ミで、パイ □ 
ットシートを可虻ブ_ムによつ 
て支えること [ こよ CK あら。る 
方 ^: からの G を ^ G しつつ、全 
方位の ^ 界 2 挎保 T るとい 5 シ 
ステム 5 MS の連動性の莰沒的 
な性能向上に侔つてパイ□ット 
にかかる黄控を減少し、 MS の 
「 5 界性晓によ 0 近い餘力を発揮 
c 过ることができろようになつ 


M 3 説出ボッド 

u . aso 年代後半以降 . ms 
のコクピットはほとんどが空车 
な球形カブせル内にリニアシー 
卜および 36 CT 全天：5スク U — 
ンを價スた規格品の?^遇ぢ S ボ 
ッドを写してお d , m いラ 
と安定しだ突«を上げていたの 


だ 




S の投計や 3 ?用 


の二； ! を沃のて云いたため， 
tn な呼怀は開発し ?! かっ r こ。そ 
のため，この巧矩の :;:: 作 ms は、 
コクビット巨汔モ ^^ 2 はである 
場合 tf 多.い S 


- i ^ i 改 as コクピット 

ガンダム wk - n は、ほぼ完全 
な球^の規格 s をほ月せす •. 多 
ジ g 二な^3を G 沼してい5:. 
これは、泛帘のままだと機体内 
での占？が不阁替に大き< 
なろため、なるベぐ if :! E をそぎ 
S とした形伏にしよラと1る试 
みで S つた c コクピットの ；:： Lrt 
その芒のち WII して®る。 



全天周モニター映像 


TITAZPROTOTYPE 
































う特辣な投入環境 B 影 g しているのか B しれなし、 
活論、 m 々の襪1$に施さ n るチューンやカスタマイ 
ズ石要因のひとつだろうが、结杲として 「ms "ガ 
ンダム"」は、それぞれの戟樣や局面で特踩茲存在 
となることが多いのである。ティターンズが “ガン 
ダム”の胃検証に拘ったのは「ガンダム」という老 
が持つ力やバリューの厂こめだけではなかったことは 
間運いないだろう。 

ティターンズが、目らの钽簡のフラッグシップ M 
S に課したのは、 “ガンダム” であることと“純連 
邦技®"による B のであることだった。これが产^ 3 


□ メ丁、 


的に、 MS 開発史上のターニングボイントのひとつ 
となる“ムーバブル*フレーム”を!2生させるので 

£^]) q 

ガンダム Mk — n の最大の特徴である“ムーバブ 
ル*フレーム_の&呈在的狂構想は、コア*ブロ 
ッ勹 .システム • 15の琵展であるとし〗える。単純に 
いえば“撥侈 S 制を行うコア目讳を四鼓に延長する" 

というものである。この発想は、コア■ブロックの 
“機依制® r と 4 ■パイ□ットのサバイバビリティ” 

というふたつの問題が分跬できていたこと B 影 S し 
ている。この櫧彳本を匪発していた連邦生え菽きの技 
銜者が、イジェクション•ボッドの採周により不要 
となったはずのコア • ブロック*システムその B の 
にこだわっていなければ、ムーバブル • フレームは 
成立し得なかったと言っても遅言ではない 3 開癸者 
自身に「旧型緩」呼ばわりされてはいる B のの、そ 
の点においてこの機体は十分に画期的だったのであ 
る。この構造は、オプション茲どを装傷歹る際のイ 
ンターフェイスとしてモ)非常に都合が良く、既存の機体のよ 
うに、装德をつけ変えるたびに火器管制の設定をリセットし 
たり畀調整する必要がなかったため、多様な万プション装儀 
が想定されている。 

ちなみに、一年戥争当詩に連邦製 MS の建造に参画したメ 
一力一の多くは、戰後 A - E 〔アナ八イム.エレクト□ニク 
ス 16) と提携、あるいは傘下に招み込まれることが多かっ 
たが、ティターンズはそれらの企業とも独自に契約を交わし、 
通常よりち厳しい守秘義務を課すことで、機密の沔洩を防ぐ 
手段を講じていたと言われ、グリブスの謂達自彳本石その一 ■ 



であったと言われている。 

特に、 R X — 78 ガンダムの非常に高い機動性を冥現した 
备部バーニアやスラスターの調達に関しては格段の優遛指匿 
が採られ厂こと言われ、一例を上げれば、タキム重工 M 7の卜 
ップエンジニアを技街仕官として招き入れる際、またはそれ 
らの企葉の支社や営棠所などをグリブスに誘致百る際など、 
相応の負担を9ら曱し出たことモ I 多かったよ:うだ。そうし、っ 
た支援佶制も含め、テイターンズがこの撥1本の開癸を非常に 
重要視していたことが伺えるので面る。 


Power weight ratio 


Thruster general output 

(fcg) 

85000 


80000 


75000 


70000 


65000 


60000 


55000 


US 



RGM-79Q 


RMS-106 
Ri3W:79R— 

RX-78 — 


50000 


50 


スラスター出力対比 


55 


60 


65 


Total weight (t) 



川語解説 


*15 =3ア•フ□ック■システム 

ガンタム、ガンキャノン.ガン 
タンクなどのモジュ_ルで、 
コクピットと1；：寶匕コンビ：！一 
ター、メインジェネレークーなど 
をるブ C ック = 欸$ぼとし 
て匀樗: n 的な？]空/幻せ * 

臁繼力を^つ小驪槪コ T 7 ヽフ 
ァイターに変形し、 

出ボッドとしても裨能する 3 パイ 
□ット3よびざ S ： データの！7バイ 
バビリティを冠强的に肉上させ 

5= 


•16 アナハイム_エレクトロニクス 

IA わゆる宇莢のあ5¢ろ 
分野に進出している巨:^企$で、 
む变，ジ万 ニック 社の 35 合伤 
をはじめと 1 T る^!ミ SK 落によつ 
て、一迳芡のトッブに君 
I :する。を S 大の S 写と 
しながら、テイタ_ンズに石工 
つ™ゴに苎艺 ri を贫キ .2 していた= 
3 社は月の 興3 :の恒久月藍飾 
クラナタ < DSS 9 i に S 5 s 


*17 タキム匿エ 

の r 栗は:ヨさ5まで三る : i 
ジ族の甲—：^ メーカー. gc ^ 
炉®迷 2 に男績が S り 、 BUSTS 
3雖、していたことから 
^ RXiri ： '：^±c 
H 亙で超小を熟?5融合炉を梵発 
し、5空 V 3茧ニンジンにモ硅び 
ったため t ガンダム等にほ吊さ n 
r こ n c 聖ジニネレーターはいず n 
モタキムヒ I む一年釭荦以2石！ 
n 系:ノ s 足の超小&ジェネレータ 
一の主要供給企*となった a 
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バプル•フレーム 



RX -178 ガンダム Mk — II の龆部の稼仏 4 ]は、ムーバ 


ブル • フレームを経由して全身にフイードバック18され 
ており、萵度なバランスセンサーと高性能のプロセッサ 


一によって、まさに M 人体迫みの”逼_ち可能で®ると 


言われている。また、ガンダムと異なり、ガンダム Mk _ 
n の闼部には、ビーム兵器を稼働させるだけのエネルギ 
—サブライケーブル M 9 は内蔵されておらず、フレームと 


アクチュエーターが容秸のほとんどを占めている。これ 


は、複雑な m 部 m 造内に消耗率が高い部品を内 mv るべ 
きではないという判断と、連邦註自のエネルギー cap 
技罚の進展を見越したため可能となった構造で、この機 
体に装儀される武装のほとんどは、堅志的にそれぞれの 
武装が独自のエネルギー源を搭載していることが前提と 
されているためである。 

煞論、 ビーム. サーベルのアイドリングやエネルギー 
C A P ‘20 カートリッジへのチャージなどが可能な程度の 
経路は確俣されているが、直結モードでのオプション兵 
装の稼働は想定されていない。その意味で、 Mk — !]が 
装備するムーバブル■フレームは、まさに人侔を模した 
■であり 、緩能としての"骨格”や_血管” “筋肉 H など 
は機能的に細分化されており、各関節にかかる負担を全 
身に分散させる儲能ち持っていたのである。つまり、蹈 
部に装備されるアクチュエーターは、基本的に晓部の各 
関節を稼 ㈣ させるための猫だが、31力下であれば、その 

荷 m に応じて全身でバランスを 
取り、オプション等を m 架した 
場合の荷重や、0地時の衝纪な 
どを分散させる、いわゆる"受 
け身”に近い効果を発揮するこ 

とも不可能 
ではないと 
されている。 
この機能は、 
無重麗空間におけ 
る運用においても、 
より効率的な AMB 
A C 機動などを 
可能としているとい 
う。それは、既存の 



MS とは比較百るま 
でもなく圧倒的なも 
のであ D 、 そのレ 
ベルでの冗長性 
や目由度を確 
保でぎるの 
も、ムーバ 


MOVABLE 


FRAME 


ARM UNIT 





ブル | フレームの採周によるものであるとしゝ つ。 

ガンダム Mk — n の_部は、全身と連動するバランス 
のフィードバックや空間戦闘における機動性の確俣には 
不可欠な部位であり、 この機体の _人体を模し r ど運動 
性能の根志を支える非常に重要なポイントである。構造 


としては、 g 志的に R X —78ガンダムと同程度の可動 


ボイントを持っているが、装甲材の改■や戰闘のノウ八 
ウの蓄稻によって、構造自体がかなり異なっているよラ 
に見受けられる。もっとち大きな差異は、主に可動部分 
の S 出度の高さだが、これは実はビーム兵器で2の普及 
に伴って採られた措霞なのである。対 MS 戦闘に限らず、 
ビーム兵器を完全に搿効化することは非常に困難であ 
る。一年戦争時に投入された MS は、ほ弾性を向上させ 
るため可能な限り可動部分を S 出しないように設計され 
ていたが、週剰な装甲の配置は、機俸の機動性と運動性 
を著しく低下させる结果を招く。当然、最大可動時には、 
装弔の引き込みや関節部の S 呈などの手法を兩いること 
でクリアランスは確保されていたが、ビーム兵器の直擊 
を受ければ、それらの重装甲はほとんど無未であるこ 
とが戦闘データから明らかとなったのである。 

そこで提案されたのが、どのみちビーム兵器の直擊を 
受ければ損壊してしま5なら、機体を軽2化することに 
よって運動性と機動性を向上させ、致命的な損壊を回避 
する蹈率を向上させた方が望ましいという考え方である。 

ガンダム Mk — D は、まさにそのような考え方で設計 
c れてお0、特に脚部には無駄な若 ㈣ や遏劍な转罕はほ 
とんど m く、 パワーウェイトレシオの向上に主眼が s か 
れている。袞た、ガンダムは、错動性向上などのため足 
底にちバーニアを装備していたが 、 Mk — n は、機侔も 
ジェネレーターも十分に小型軽：^:化されてし)たため必要 
なかったのである。同様の構造では、フレームそのもの 
に- ■_ 罔の装備を内装する必要が s ったため、ムーバ 
ブル•フレーム実罔化のテストへッドとしての機体の性 
格にそぐわないと判断されたためでもある。逆に、 1 ■ふく 
らはぎ 1 ^の部分に装儀されていたリトラクタブルスラス 


V 


n 



M 9 エネルキー t ? プライケーブル 


― — ■ ! -# — —■ — =£■,.«. 

> つ し： . Z ： ■ ごコ士 .，：：■: 


はジ Z ネレ—夕一 


二；^すろ t 作の€ 

の自 ne : などに:^用さ n る 


- . __ - ^ 

フニニ y .. j ■:二. 


卜；し ■ 一 — 


•an I ネルキー cap 

メガ疒子を择 -: r : 寸 q の次 r : で 
蓄巧 ずるほ 5 のこと。 こ n 【こよ 


SSTo 釔，©こと 



らの;^；;十芍色む卜 
ライアン ドエラ ー や マニ ビユレ 
ーターなどの S 作において.そ 
の！!作想覚が嫌 W 朽と概器®晒 

— 1 h-Ai **»■ I -|» 〆_>_ -i— •H, 

.じヒ：く：） 




— -y — v 7 ^ 




リレギーと共に汊体パル 


義に供楚 
.二:..-、？； r . 


— 4— - - ^ -v - 

0： r . r . もこ 

r ぐ 2 + 


スを败: 

O f こ U\ -T- ,'i -j'i ： i[ ■> ^ i^Ll / J 

のみ铒嘹するものから严4パル 
ス铗薄み知韉家が馔股含纖 

r _ or s_i. ' ■ ■ _ pi r—* 〆 i «■ ' a«J" ' * i-Jii J ' l * — 11 

のなど、多鉸 0^*2 が作られた: ; 


つて: i わ金は，当ル如⑺ 
ければ搭 K できなかつたメガむ 
子 S をビーム，ライフルのサイ 
ズ孟で小 fv ] 化し、ガンダム G ど 
の US の主;^装とずることにて 
亂 te ., メガ子じはエネルギ 


•2] AMBAC^IS 

Active f-iass Bafance 
Auto Ccntro ! - KHrii ? ? 5.： 

に s ろのこと s mmm 
空「-フで g K t :ェ 9 〇 $ 台、そ O 
摩にバーニアを冗っていては t 
55つと M う K に产，4な _3 i い哭た 


し3 


5=-方、 LtS は1 


一率が这<、当3のレ 
ー ザ ー $04锫以上のせじを3 
ち、 C 眾じ子 G と比餃して:: i ; こ 


や技:を I ；か T ことで、そのヲ作 
3 2 不 J ㈤ し C . SH 綱[_發行 n 
0 m の:? i k を大 _ に❾虼 ir るこ 
とかしご Ds 


•22 ビーム兵器 

ビーム-ライフルやビーム - 
サーベルなどのメガヒ子戾 
した兵器のこと c メガむ子とは. 
ミノフスキ ー G 子 がほですろ三 
方.”]子を丨フィールドによ:つて 
-二:::-:…： Z 、 ns 万の.6子か 1 ^ 
合. 3退させることで、質矍の 
一 E を ■» エネルギーに S 化さ 
せたちの：. レーザーな どよ D も 
C G !こ大芒 G エネル F —じこ：^ 


の影奮を S けにくいとじ 


- r %-T - p J ■- ■ 

つ他む0: 


11 TAZPROTOTYPE 































研 


<;■- 


無駄な機能は省かれるのが当然の帰 B ではある。ある 
意味、 MS の擬人化が模索、達成されていったのは、 
MS そのちのが " 人型”であったために、多くの研究 
者が暗黙の内に共通の課題としてしまったという飼面 
特にエンジニアリングの分野では、技術的な 
そのものが目的となってしまうのはよ:くあること 
だが、 MS 開発というジャンルに限って言えば、ガン 
ダム M k - 0の登場とムーバブル■フレーム技術の確 
立をビークとして、その傾向は逆に急激に衰退してい 
く。これは、当時の技術者間において、ムーバブル. 
フレームがその時点での ‘ MS の擬人化' 1 におけるひ 
とつの到達点であると評価されたからだと言い換える 
こともできるだろう。それだけ、ムーバブル♦フレー 
ムは画期的な技術であり、しかも、後の丁 MS ，23 が示 

"§~よつ1し、筒度な発展性’24包も!守 
ち併せていたのである。 






ターを大出力化し、恒常的に S 出する固定スラスターとする 
ことで、獲実な作動を優先させるという手法を採用している。 

RX — 178ガンダム Mk — ！]は、ムーバブル•フレーム 
を全面的に採周した初めての機体であり、 MS の“擬人化 M 
を追及するという側面を持っていた。部分的に似たような 
構造は、ティターンズ発足時に専罔機として少数〇産され 
たジム.クゥエルの晓部などに実験的に採甩されており、 
その際に提栗されたフレーム構造を見直し、全面的に探兩 
したのがガンダム Mk — n なのである。そのため、ムーバ 
ブル.フレームは後に更なる進化を遂げる直前のプ□トタ 
イプそのものであり、ある n 眩では未成熟な剧面があるこ 
とも否定できない。しかし、ムーバブル|フレームはそれ 
までの MS の運罔によって得られたノウ八ウが凝释され 
た、この詩点での到達点だと冒5ことがでぎる。ただし、 
いわゆる“人間並み"の可動とは、あくまでも比瞼として 
のいいようであり、人傳構造そのものの吾現が達成された 
とい5ことではない。 

ムーバブル，フレームは、人間の挙動をほとんど异現す 
ることができる領域に到違できた。実際には、人間と同じ 
挙動は、機桉的に模做するだけで、実際の人体よりも多く 
の可動点（関節）を必要とする。 MS は、開発当初から 
“擬人化 M をひとつの指標としてきたが、兵器である限り、 
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TMS 

TfjSfTransfcrr'.ab'e Suit) 

輾体形犾を妥彤させることで、教 H の 
九括を取ることだできる 
ようにテザインさ n た^: SL 1 S のこ 
と，亮遂:敕5?策の M A 形簡と白兵栽民 
をとることが多い,まれに、 
Z 〔ゼータ；ガンタムのように，む : H 
嫌 M 6 邑には大又更云入用ウェイブラ 
イダー)などのような巧33535と 


•24 萬 S な発展 J 1 

Mk 一！!のフレームは憂；艽に 
に: S 足されているが、そ 
れに,こだわらず、付;¢5や兵 S マ 
ウントなどに f 3 用すろことで.よ 
り多嫌能を適及す〇しこむと 
なつた： おニ ヒンジやスライド 
などの S 司分にはマグネット 
コーテイングを ST ことち巧梃で 
S り，よワ:でのモード互換 
や3 5スどのに u 
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用語解説 



■25 A ルカン百 

竽邑世紀において、持に MS 
4 と D l 衣爾 9 る W $ 二':、 の O い 
：：>：-：：= して S 另さ 

れるセ 

二 5 は.に臾ねら姦 
: T； の噔 v 透身が - E することで 
爸迂での送 K (:每分ぶ〇〇〇〜 
6000発 5 JS) を可能とした吳 
B にメーカ ーfc が付けた®，。裨 
ZICDX と$治のの名 C に3 
壬するらししI 


VULCAN POD SYSTEM 


VCU-505EX-V BA/er.012 




ガンダム m k _ n の頭部の構造は、基本的に rx — 
78ガンダムと同等なのだが、ムーバブル • フレー 
ムと火器管制を統合管理するコ • プロセッサーが追 
加装備されているため、特踩なコンピューターフレ 
ームが内装されている。必ずしも容積が不足してい 
たわけではないが、どのみち充分な装碧数が期待で 
きるわけでちなかったので、武装はバルカンポッド 
によるオプション装備となっている。示た、搭載さ 
れる光学端末は、メーカーなども含め、 RX —78と 
ほぼ同じ機能のちので、年次更新によって基本性能 
が向上している以外はほとんど同等品であるとさ 
れている。蕪論、全天周モニターに対応するため 
副次的な機能が追加されている。 

ガンダムの頭部に内蔵されいていたバルカ 
ン砲フ5は、威力はとちかく装弾数が少ないこ 
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とが問題だった。それを解消し、より実際的な武 
装とするため、ガンダム Mk — n は、オプション 
として外付けする機構を採用している。弾体は力 
一トレスで6なので排莢は不要となっており、銃口 
は左側に2門。弾侔は右側のマガジン部から供給 
される。 

この機構は、 MS のテリケ ー トな S 貝部内装品と武 
装との分離を可能とし、結果的にはメンテナンス 
効率も向上したため、ティターンズが構想する次 
期主力産型への採用が決定している。 

八イパー.バズーカは、ガンダム Mk — n 用に 
開発された実侔弾を射出する装備で©る。マガジ 
ンは力一トリッジ式となっており 、 Mk — n の規 
格に併せて複数のマガジンを携行できるようにな 
っている。炸薬の威力は標準的なちのだが、砲身 
は近接戦_において打突に転用することち可能な 
ほど堅牢である。これは通常の火器には考えにく 
い運用ではあるが、対 MS 戰闘において打突武装 
が有効なことは確認されており、戦関能力の温存 
の一環として、武装そのちのの堅牢性の向上が求 
められた結杲でもあるのだろう。 

ビーム*ライフルは、エネルギー CAP システ 
ムが カー トリッジ化されたエネルギーパックを使 
用しているため、本体からのエネルギー供給は原 
則として行われておらず、充墳のタイムロスが無 
く、消耗したカートリッジを交換することですぐ 
に使用可能となる“武器”として独立した機能を 
持つ装備となっている。モード変更なども( VI S の 
マニピュレーターによって操作する。 

エネルギー CA P システムの力一トリッジ化技 
術そのものは、一年戦争後期には確立されていた 
という説もあるが、本格的に採用されたのは 
U . C .0083 年の GP シリーズにおいてであり 、 M 
k — n のものは、さらに高容 CL 高出力化されて 
いる。1パック当たりのエネルギー消費は、射聲 
の回数やビームの威力によって変動する。 

ビーム♦サーベルは、バーニア スラ スターユニ 
ットと一体化している専用武装で、装着されてい 


る状態でエネ 
ルギーを充墳す 
ることがでぎる。 

また、本体に超小 
型のジェネレー 5 7 ^— 

用コンデンサーを円] 

蔵しており、他の櫧体 ： 

と比較して最大出力で長 
時間の使用が可能となっ 
ている。 

シールドは、表面にアン 
チビームコーティング <27が施 
されており、2〜3度ならビー 
ム砲の直 P も防御することができ 
る。また、全長を短縮できるよう設 
計されており、打突兵器としても使用可能で、 

ム-ライフル用の予備のエネルギーパックを2基装 
着できる。 

これらの武装の他にも、ガンダム M k — n の開発 
に従事していた技術者たちは様々なオブションを計 
画していたと言われていたが、それらがそのままの 
彩で実現することは遂になかった。この 
機体は、試作された3機がすべてトラ 
イアル中にエウーゴ -28 に輅奪さ 
れてしまったからである。 
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用語解説 


* S 6 力一トレス 

貌、嗤などにま民され 
ろ薄丸は，火萊が3めら n た薬 
莢の元 >1にび！:が装遇されてお 
0 ,，罔後は空粟莢を坊出しな 
けれはならないが，この沿合 G 
莢そのものは斿ス t で SO 、 さら 
に:^莢益锌は捨てるために诏ん 
でいるようなちのである。 カー 
卜とは薦葵（力ートリツジ）の 
ことで、カートレスとは，艾竽 
m , 成形作蘭と-罔チヤンパー 
二ぶろ フ夏ア z 。 シ ステムの:？ 


* 27 アンチビーム：!ーテインク 

メガ G 子 G の行つ泵エネルゴー 
減免する冗果の S る S 
#や•沿”が sor . r いるちのや 
淡域のこと。ビームを反§ニニ 
ScU るビームバリアとして« 
鞀すろ丨（アイ）フイールド - 
ジニネレーターなどに比べ 
は湧いが, な上それなりに 

孖冗で®ろため1 S 3 装$やシー 
ルドなどの防迄:装* [ C 篼される 
ことが多い1 


* 28 エゥーゴ 

A . EiU . G 二 Anti Earth 
United Goverrrsnt 

巧 5 巧のこと = かつて: D 公 
国霣残党や.甲窗移民者の榷 ？: j 
S 3 を目とする努力と、コロ 
ニーや月宜の玫財界の打：5 
を S 3 に^二^テノターンズに 
幻枋するため、ブレックス■フ 
オーラ;佳巧によつて組纖された。 
(3 なみに " E . U . G " は^ 
s 巧の正 r ; 名^:では so 
ほのコードネーム■で55な.とじ〇 
れている） 
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エゥーゴと協力関係にある A ，圧は、この彳幾偉がも 
つ高度な汎用性と計り知れないポテンシャルを引き 
出百べぐ徹底的な解析を行った。そして、そのデー 
タバンクに収められていた装備もすベて複製してい 
ったのである。言わば、この機佶はエゥーゴに運用 
され 、 A + E にバックアップされることによって、 
その真価を発揮したともいえる。そして、この#侔 
が持つ長所を、折しも進行中だった“ Z (ゼータ） 
プロジェクト_29” に取り入れることで、屈指の高性 
能 M S である Z ガンダム_3〇を開発できたのである。. 
A ， E は、この機係をフライングアーマー‘31などを 
始めとする各種装備の実用試験のテストヘッドとし 
ても活用した。そして得られた技術は、並行して進 
んでいた MSA ナンバーの E 産 MS などにもスピン 
オフされている。つまり、アーガマ部隊-32の台所學 
情によって多様な局面に投入されたことが、この機 
体とム_バブル_フレーム檔造の恝秀さを実証し、ま 
た、先行していた Z プロジェクトそのちのにち、多大 
な影■を与えたので®る。 

前述したように、闩/一178ガンダム[\/11< — 0は、 
エゥ ー j に強奪され 、 A • E に解析されたことにより 
真価を発撢した。その経緯はおおよそ以下のような 
ものである。 

U . C .0083 年のデラーズ紛争のため『6 9シ|」一 
ズ-33」の関連技術は、そのほとんどが軍事機密とし 
て封印されてしまった。計画の主彳本であった A • E 
は、連邦軍の指定する機密を漏滢させた場合、あるい 
は、その技術を使用した MS などを遅邦軍に先行して 
公にした場合、大変な違約 舍を 徴収されることとなっ 
た。のみならず、連邦政府との関係 も 悪化しかねない。 
A • E は違邦軍が提示した条件を承优するしかなか 
った。連邦軍という S 3 大の顧客を確係するためには、 
川 語 解説 - 


それ以外の選択胺は存在し 
. 一 なかったのである。その：5: 
味で、"星の屑作戦 M 
' 大の被害者は A ‘ E だった 
と言ぅ こと B できるだろ 
う。しかも、 GP シリーズ 
開発のための膨大な投資 
は、ほとんど回収でぎない 

3^5 CdD つ/こ。 

同年 12 月 04 日。ジオン 
公国軍の残党狩りを主任務 
とする名目で特殊部隊ティ 
ターンズが結成された。遅 
邦軍の財務担当高官であっ 
たジャミトフ • 八イマン淮 
将を総帥とするこの組織 
は、地琼至上主義を掲げ、 
連邦軍という福力傅制の中 
に、もうひとつの権力基盤 
を創り上げたのである。そ 
して、スペースノイド排斥の急先鋒であるバスク，才 
ム大佐を組接の総指撢官に据え、エリート集固として 
急速に台頭していった。 設立当初から、 ジム • クゥエ 
ルなどの特殊仕様機の調遅を可能としていたティタ 
—ンズは、逞邦軍の慣例を無視するかのような“地球 
出身の人員のみによる错證構成”などを経て、狻自 
に新設計の M S を開発する権限まで手に入れていた。 
そして 0085 年 07 月 31 日。ティターンズの発言力 
を一挙に増大させる 「30 バンチ事件-35」と呼ばれる 
大虐殺_件が芫生した。しかし、この事件は報道管制 
を受け、一殷に真相が公 
表されることはなかった。 

この事件以降、ティター 
ンズはさらなる権勢の拡大 
を達成するが、その一方で、 

事件の真相を知るものが中心 
となり、反地球連邦政府運_ 

を急速に結荥させてい< こと 
になる。それが皮地球達邦 
政府組織エゥーゴである 
宇®を経済基盤と する 
“月企業連合侔 
•36” などの勢 



•29 Z フロジェクト 

エゥーゴ0依幻を5けたアナ 
八イム.エしクト□ニクスの U 
S 咒発プロジニクト：このブロ 


ジニク トは、 


r ~| ^ ^ 一 

L し TC ニンし 


SZ 



006 Z ガンダム、に 〗 S Z - 
010 ZZ (タブルゼータ）ガ 
ンタムなどといつたヴ作礫に結 
冥 T るが、その遇程で B 数多-被 
の:^作し】 S を主み3していろ： 


'3 D Z ガンダム 

エゥーゴが Z ブ□ジェクトに 
よって咒発した可作 MS c 
免 g での大 mm 突入 m 力と ms 
舉体としては s 指の力を3 
ち、5孕®龜体％はるかに超え 
るボテンシャルを3つ.。後にパ 
イオセンサーが M 載され、碑は 
の遥泛:三が mm 的に洵上してい 


-31 フライングアーマー 

Z プ□ジニクトに基づいて荑 
克されていた N 1 S 民のス 
入装，=靈力木では M S の?織 
5行システムとして運街で芒ろ 
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ガンダム M 
5 锃で s つたた洱甬シー 

I , “ -^~1 if -n. —-*■ - mi- 

卜 wn じで:な^ 


n による.:'!.与が磬考にぼ s ご ru 二つのカタ 


ルトと US デッキを55つ 3 _実 
上，エウーゴの瀵■で®つた= 
mm はヒンドつの®茇や ; ム?义の 
3笑におろ名 IT ： で.いろいろ芯 
技:夫!こされてし)ろ.，サンス 
クリフト又孑を。识した滠？で 
の表 es 
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■33 GP シリーズ 

”ガンダム絮劳 Sfljj によつ 
て^作されたタイプの興なろ 
s ガンタム_のカテゴリー：ゼフ 
イランブス、サイサリス、テン 
ド□ピウム、ガーベラ r よどの TE 
の名で:？ぱれていた。 A 』 E 主 
G で3タイプのガンダムが漣3 
さ n 、 全; H が K デラー X ，フ 
リート^[こ〇いて设入、し 
ていろ s r 鑒の厲作数」に^連す 
ろ平家そのらのが迂 k 茁!こよつ 
て:—5亞さ nr こため，公的には y 
在しない劈？とな D てい 
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力にとって、ティターンズの！！威は看過できないも 
のとなった。そんな埒勢に応じて、政財界のみなら 
ず違邦軍内部でち、ティターンズの台頭を危俱する勢 
力が結集していった。その中心人物であるブレック 
ス • フォーラは達邦軍の;佳将であり、宇苗移民者の心 
情も理解していた。そして、ティターンズの専横を阻 
止すべく、铵自_力の調達を A * E に持ちかけてきた 
のである。それはあまりにリスキーな提案ではあっ 
たが、參画の交換条件として提供された新素材“ガ 
ンダリウム Y (ガンマ)と、それを使用した MS 
の開発がもたらす種々の恩恵を勘案することで 、 A - 
E の首脳障は、エウーゴへの協力を〗夬定したのである。 

A _ E が開発し厂こリック • ディアス -3 B は 、 A _ E 
が保有する技術の辞が凝らされた機佶で®る。遅邦 
と公国の技術融合が額梪的に図られており、当時の 
水準でち非常に高性能な櫧侔となった。この機体の 
完成によって、エウーゴは本格的にテノターンズと 
対浃するコンセンサスを確立した。並行して、新型 
遌逛の建造ち行われていたが 、 A > E とエウーゴは 
さらなる高性能 MS の開発に着手していた。それが 
>2ブロジェクト”である。これは、エウーゴのフラ 
ッグシップとなる MS を開凳する目的で推進されて 
いたものだが、ここで指標とされた機彳本もまた、テ 
ィターンズと同じく “ガンダム”であった。エウー 
ゴは、菪昊に勢力を拡大し、小規模な妨害工作やゲ 
リラ活動を展開していった。 

LIC 」 0087 年 03 月 02 日。ティターンズが拠点と 
T るコロニー、かつてのサイド 7 であるグリーン• ノ 
ア2 “グリブス”では、新たに□—ルアウトした R 
X — 178 ガンダム M k — II のトライアルが行われ 
ていた。しかし、ジム_ 

クウエルと同じ M テイタ 


その折も折、エウーゴの特務部隊がグリブスを SS 
_した。3機のリック*ディアスがコ□二一に侵入し、 
グリブスの防衛隊と戦闘を繰り広げるなか、カミー 
ュは出鹄寸前のガンダム M k 一 n 3号機に乗り込む 
と、先刻彼を執拗に尋問した軍警を威_した。さら 
にカミーュは、エウーゴの晾方である証しとして、 
もう一機の m k - n を寒ってみせるのだった。 

U ック- ディアスを駆るクワトロ，バジーナ大尉 
は、カミーュが敵ではないと判断し、エウーゴの強 

用宇亩巡洋邊アーガマに連れ帰る。ティターンズ 
はカミーュの母親を人質にとるなど、（\/11<一0を奪 
還すべく次々と卑劣な手段を講じるが、逆に、一達 
のティターンズの行動は、結杲的にカミーュの両親 
を失 D せたことで、後に屈指の MS パイ□ットとな 
るカミーュをエウーゴに走らせ、有能な女性仕官工 
マ，シーンの離反を招き、結局3機の M k -0 はエウー 
ゴの B のとなった。そのうち〗機は実戦に投入され、 
2機は解析および予備の櫧铱として群体された。実戦 
投入が決定された機依は、エマの提言もあって“初 
代”ガンダムを踏®する白を基調として塗り替えら 
れた。 

それと並行して、機体が保有するデータからオプ 
シヨン装 m などの複製ち行われ、主要武装を始めと 
する各種消耗品の侯給体剞も整えられた（そのため、 
時期によっては珞踅した遐郅宣製の純正オブシヨン 
と A _ E 製の装備が混在することもあったという）。. 

かくして A ，日は、テノターンズがグリブスでさ虫 
目に開発していた、 ムー バブル< フレームを 始めと 
する数々の機密を、©る意眩、労せずして獲得する 
ことができたのである0 
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れた「黒いガンダム」の 
存在は、すでにエゥーゴ 
によって察知されていた。 

グ U —ン ■ オアシスに 
住む少年カミーユ，ビダ 
ンは、些細なことからテ 
イターンズの MS パイロ 
ット、ジェリド-メサと 
し)さかし)を起こし軍 D に 
抱留されてしまった。网 
親が軍属であったた:め、 
事情■敢 B そこそこに放 
免されるはずだったのだ 
が、そこにジェリドが卜 
ライアルを行っていたガ 
ンダム M k — D が墜落。 
カミーユはその混乱に乗 
じて脱定してしまう。 
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•35 3 D バンチ事件 

テイターンヌ:が行ったスぺ 
スノ 〆 ド劈 JE 事件 c 宇 M 笆3 
0035年フ月315。サイド1の 
30バンチで!！*された反迖球 
江〔の哭会に¥ってテ 
モやサボタージニが取羟した。 

羣に麵ほ謂王の荽巧を2け 
たテイターンズ:5, — $の餐 Ci 

—つ 一 -§-m~ y 1 —f ~ ■ r — nr - : 

v , 二 L — — 一 ❺ ノ j 

スを注入し、30バンテの币民 
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•36 月笼運合体 

主[こ月！の®久などに?^畀 

を6つ企こよろこ 

濟 S 3, 玫訪界にだして大き 

277^77^3. 洚に7：してち 

活発な □ ビィ活 K などをして 

い』る：エっーコ.のメインスポンサー 
——- — — ^ 
c 二の 




•37 ガンタリウム y (ガンマ 

アステ□ィドべルトに 
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以下のフ 3 卜を H て、 シール やデ カールの 貼る位 3 を 
sis してください。 

士下のフ； r 卜に fS 示®芑いシール及びデカールは、 
完成写 CI を0考に、好みの餡所に貼ってくだ3い， 
+こ益字は、シール及びテカールの S 号です。 


RX-178 GUNDAM Mk-E Colorin 


ガンダムデ カー ルの貼り方 
1.転写するマークを大まかに切ります。 

2.1 云写する埕所に軽く捭さえ、ポールベン等 
の先の芄い栩で上か 5 SK こすりつけます 
3.シート郅分を静かにはがし、 

転写していない g 3 分があれば、 

も5—度転写していない S 分を 
こすります。 / T 癱 
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5] り取るとこ5 
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部品を数馇の泡 
作ります 


sut 



先■こ巧み立てます 



後に招み立てます 


r 


18 CT 

◎ 


SWS 【こ合わせて 
mr z させます 



どちらかをぶんで 
取り付ける 



.5 tr : l ち同じょう:: 
重士かします 




ア 


シールの番号 




反対; I :に取り付ける 
パーツ 



司潔に罔じパーツを 
取り付ける 



向 -3 に注意して 
取り付ける 



■ ビスの”めすぎに注 S 



A 注 





必ずお読みください 

この商品の対象年齡は15才以上です。 

〈銳い部品がありますので、15才未満には適しません。〉 

•小さな部品/志池（別売り）を口の中には絶対に入れないでください。 

窒息などの危険があります。 

ビニール袋を頭から被ったり、顔を沿ったりしないでください。 

窒息する恐れが®ります。 

1小さなお子様のいるご家庭では、お子様の手の居かないところに保管し、お子 
様には絶対に与えないでください。 

c© 也を m 作 m すると発熱■跛裂.液潮れの恐れが®ります。下記(こ注窓してください。} 
着十一（ブラスマイナス）を正しくセットしてください。 

着遊んだ後は必ずスイッチを切り、電池をはずしてください。 

馨シヨートさせたり、充迢、分群、加熱、火の中に入れたりしないでください。 
•万一、電池から漏れた液が目に入った B 寺は、すぐに大屋の水で洗い、医師に相談 
してください。ひふや服に付いた時は水で洗ってください。 


《: 




組み立てる時の注意》 

•組み立てる前に必ずお読みください。 

•部品は番号を碏かめ、ニッパーなどで 
きれいに切り取ってください。切り取 
った後のクズは捨ててください。 

鲁部品の加工の際の宄钧、工具、塗料、 
接珩剤などのこ■使罔にあたっては、そ 
れそれの取扱説明 S をよく読んで、正 
しぐ使用してください。 

•部品の中には、やむをえず、とがった 
所が®るものもありますが、気をつけ 
て組み立ててください。 

參塗装にはより安全な「水性塗料」のご使 
用をおすすめします。 

このキットの钼み立てには +( プラス） 
ドライバーを使いますので別にこ周 M 
ください。 
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還池金具 A 屯池金具 B S 池金具 C 電池金具 D 



嘴 


背中金具 （ R ) 背中金具 （ L ) 



m 











•ビス 2 x 4 …12 + 2 •ビス丁卩2乂8—17 + 2 _ ビス TP 2.6 X 8 …6+ 1 

(※ビス 2 x 4 •ビス TP 2 X 8 …各2、ビス TP 2.6 X 8 …1は予備です。 ） 

_マーキングシール…1•発光ダイオード（頭用）…1⑩発光ダイオード（胸罔）…1 

5 LED (発光ダイオード）を点灯させたい方はボタン電池 { LR 43 (2 個) • 別売り）をご使周くださし、 
※このキットの組み立てには、 +( ブラス）ドライバーを使いますので別にご用意ください 


屬品注文カー 

1/60 SCALE 


パ_フ1クトグし 

RXO フ8 


{お翼い上げのお客様へ部品をこわしり、なくした時は 、 For Japanese use onfy , 

「部品注文カード」に必要な部品の記号/番号 /5 SS をはつ「 - 

きり ㊣ いて切り取 d 、 郵便局で定額小為替をお n い求めい I 
ただき、封 S (蘿面に必ず、お客様のお名前、年齡、ご住所： 

を明記してください。）（こて下記までお宇し込みください。： 

代金は、料金表通りです。為替証:: i ; は蕻記入（白 H ) で同封： 

してください。なお，部品の形状， M 置で郵送料に;！不足 
が生じるときがあります。部品茺送の際に表記額を超える 
時は不足分を請求、表記額以下の時には残額をお返しいた 
します。もし部品に不良品がございました5、その部品を 
切り取り、商品名をいて、下記まで封 B にてお送りくだ 
さい。良品と交換させていただきます c 
■牢し込み先〒 424-8735 靜岡职清水帀西久保305 
{株)バンダイ辟岡相談センター TEL 0543-65-5315 

《料金表》•部品代は1個の料金です。 
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※ このページで使用するパーツは、 A.D ， E.H ， K*L*N.Q S です。 



























































































































































H ③ （ H ⑦) 





※このページで使®するパーツは、 G - H - I - K - N - Q-R - S です。 















































































































































































※このページで使用するパーツは、 C • G • H •い f\J です。 







































































































































※このページで使用するパーツは、 □ • E • L • Q . S です。 
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E 3 ( E 4) 



Df (D ⑭) 



※このページで使用するパーツは、 A ' B * D * E » K * M - Q * S * U です。 












































































































































※このページで使用するパーツは、 A . D ， E . K ， L . M _ Q ， A - S - T です。 














































































































































































※このページで使用するパーツは、 G*H*I*K*L-Q*R*S* T です。 
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※このページで使用するパーツは、 G • H • I • R • T です 
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※このページで使用するパーツは、 B * E * G * K * L * Q * R - S * T です。 
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※このページで使用するパーツは、 A.G.H.I_L.O.P* S です。 
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※このページで使用するパーツは、 A * C * D * E * J * K * 



■ポデイ級立 





















































































































































※このペーシで使用するハーツは、 E * D * L - M *0- P * S です。 



注）リード線は奥まで入れすぎない! 


リ_ド縴（黑) 


背中金具 （R) 



茼中金具 （U 








0U 



M»(H) 


M ⑰ 


D ② 


■ポデイ組立 
















































































































































































※このページで使用するパーツは 、 A • C • H • L • Q です。 





■ポデイ組立 











































































































※奥まで/ 
しつヽりと 
はめます。 



巧池金具 B 











r 



s 11(B) 


ダ kj 、， 


R23 
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4 



※このページで使用するパーツは 、 A • r\J • 〇 • R . S • U です。 




バックパック組立 













































































































































































※このページで使用するパーツは 、 N • 0 - A です。 



バ 

ク 

n 

ク 





点灯テスト 




点灯しない場合 

1，屯池の十一（ブラスマイナス）は合っていま 
すか。 

2. 蹈池は古く©りませんか。 

3. 発光ダイオードの向きは合っていますか。 

4. 接点が離れていませんか。 

接点が雜れている拐合、接点がつくように、 
発光ダイオードの足や S 池金具を微調整して 
点灯するようにします。 


























































































































※このページで使用するパーツは、 A - C * F * K * L * M * N -0* P - Q*S - DC です。 


〇⑦ 


P14 




N55 


M23 ： 




Ma(fl) 


M ⑦ 


K ㉝ 一 ® 



















































































































































※このページで使兩するパーツは、 J - M - P * Q * R * S * U です。 

WT H 




































































































※このページで使用するパーツは、 A * J - M * N *0 *P - S です。 


















































































































































































※このページで使用するパーツは、 A * C * J です。 




















































































































































































※このページで使用するパーツは、 C - G - I - M - N-S - Z です。 

































































































































































































※このページで使周するパーツは、 M です。 









































































































































©創通エージ1ンシー•サンライズ 



RX-178 GUNDAM Mk-D 

Veivl.O 



BANDA! 2002 MADE IN JAPAN 





















暖 


rowag 


【赢 


* 雄使用ノ C ーツ数788点 ( プラスチックパーツ623 
点、苛勤用ポ U パーツ lOMU ビス 3 KS 、 ダイキ 
ャストパーツ1点、パーツ b 点、八ネ3 
点*金属チェーン1脇>» PG ゼー^ガンダム C ： 
次ぐ / t ーツ数と使用籌树の多様さからもこのキ 
ットのすこさ# U かるはず*!が~組み立てやす 
さは他のアイテムから*らにアップしだものに 
なっている 。 


「パーフエクトグレ-ド(以下 PG ) ウイン 
グガンダムゼ a カスタム j から1年。 PG 
ガンダムから数えて5作目となるアイテ 
厶として選ばれたのが RX -178 :ガンダム 
WIK - IU キットはブロポーシ3ン、ギミ 
ックとちプラモデルとしての w 完璧さ 11 
を涅めたものになっている。このキット 
を本誌恒例の *7 《ーフエクトグレ_ド • 
ビクトリアルガイド！にて、より深く堪 
能していただこ5 〇 


lastic kit "PERFECT GRA 






























特集 3 PG ガンダム Mk 


ピクト 1 J アルガイド 


BANDAI 1 /60 scale plastk kit "PERFECT GRADE" RX-178 GUNDAM Mk-KI 





: ： )U; 



□ HQ 2) 





頭部 


歴代 pg へッド©中では格段 c 組みやすはフレームの赤いアコ/ツのメ加工 
が必要か9 


會 インテークプロック在供画からスライせて固定した 
6. その上面にディテールパ_ツ(右： Mil / 左： M 12)、 
鑿力 /t イブ(右 ： A 9 /左： A 8 ) の釀に取？)付ける * 


s - i 

會フィン{右： AE 8. A 31 , A 33/ 左： AE 8. 
A 3 XL A 3 E ) を SSmK - ツ《 L 1 U に取〇付け、 
インテーク内モールド(右： M 32 /S ： MS 8) 
と一箱にインテ_クカバ_(右： M 31/ 左： M 

m に B 定する〇それにインテーク内《儷面パ 
—ツ(右: M 29 /S : M 24» でフタをする。 
•インテ_クは上中下の3校とも形状が異な 
る©で屬違えないこと《 


I 

會 肩两»輔をフレ-ム (L21 、 し 22) 
で挟み a む。このときシリンダー 
BSt(E8) 奄忘れないこと • nm 
歸フレームパーッは左右で蒲後が 
入れ S わるので注 J 鼠！ 


IL 


使用パーツ：{左右屑フレーム ） E 8 x 2 * 

L 2 lxi % L 22 X 2 
(右インテー ^) A 8 、 AM 、 A3U A3 あ 
Lll, Mil 、 M29. 亂釀 
( 左インテー ^) A 8 、 A28, A30 、 A3 匕 
LIU Ml 匕 M?4, M26. M27 



d > B 

磨部フレーム上面 (M 8 ) に臟两«11とコクビツト 
八ツチ司»用アーム (L 8、 Lltk L17, L24K 
[上： C 14) を觀 3 T & ビス [TP2 x ボリパーツ (Sffi) 在取り付けたら、フレ_ム卞® 
ーツ （ AE 7) を上から* P つける 〇 (N 9 ) で挟み込んでビス fTP2 x 4 ] で思定する《 


1-1 

會 110鰌幽〇<瓜 ki 

S 42. ビス [ TP 2 X 8 D 在，腸体 
脣 nsa ( Qi , QE . ビス!: 

8 X で挟み込んで驪定 • 左右で 
8 儒 作るパーツなので 臃麵 固定用 
ビスの向 S はせておこ 


___ ①胸 フレ ーム 

使用 / ツ： CU, K18X2, K2PX2. 

K30X?, L 9, し 10、 LR LZL NB, N9, 
QK Q 8, S 32. S 48. tfX [ TPex 4] x 3* I 
fciXETPgxBlxg, tfXCMeJxfl]x2 I 


フロック®大き〇に八し場み立てそ®ちのはさほど期嫌ではない部分《コクビット B »/ VM が困黷 
なのであらか I ;め塞っておこラ0 



部装甲 


卜1 

♦発光ダイオードをク! J アーパーツ ( A 1 B 5 C ： 組んでから頭部 
フレーム{左： P 7) C 取0付ける。アゴ ( A 3 I ) やポリパーツ 
( SB , S 43 J は H 部フレーム(右： P 5) C 思定して左右を® 
わ餘よう、アゴ®豔定ビン在 SWIK » 八メが可篇〇 


獅パーツ： 

A 18、 A 34. 115. 
L 1 M 5、 0 \%, 013、 
P 5, P 7, SSX 4、 
SSD . S 43. 
イオ ー ド麵】 


* 頭用発光ダイオ ー ドは 
リー K 練®先#^ SS ? 
になっている。 


ft ^ >.. 

If 





^左右の形状が共通なパーツについては、塞本的に右供を使用。 

* ビス止めの用!はで e るだけ ス _ W ：!) も径©太い+ドライバー 在使用すること《 

* 外装/1：ーツ❿ほとんどに r アンダーゲート方式 j か揉用されてい s ので、ゲ_卜*«©6 丁寧に行えばパーツ闻±®^せ目はほとんど気 c ならないようになっている 




Perfect crade pidorlai Guide 


1 » pfc 

♦BIB 部 c は m 甲^動用フレーム(右〃 L 13 ，L 
^^ s5x?/ e 一 Llp t L 1 S 1 B 5 X ?) を写 
tt の 2 lr 觀ゝカ メラアイ ( — 1 £) laK か6ス 
ライド*せて！ i め込む方式❹ U — ド IK は首後部 
(09 ご JR _ 111£お DC 取 D$Itt よ5❹ 


2*2 

峰 マスク { H 22} 奄つけ r から WB 部{右： H 
?1\ 左： Hffl ) 在はめ fc らアンテナ { A 5、 
A 1T } で困定母それ#らトサカとィンチーク 
カバ—{右： H 19 \ 左： H18 } を賴んで蟠部 
の完成。 
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e-l 

會 3 クビツト八ツチ(下 ： AIL L 2 ), A 80. 

C 12、 CIS ). HSLt 酿甲{右： CB , Qm/U ： C 9, 03 ?)tt 

3&らかじめ繼み立てておく & 

♦センサーの A 20 と AK 、 Ct 2 と G 13 はそれそれ_じ形状* 


⑮装甲 


使用 パーツ： 

A 3 , A 4' 
A 20, A82 、 
A17 、 
C 8-1 K 
C!2 、 C13, 
C!5 、 し 2 、 
Q3?xg 


s-1 

會鼸 ass 甲 ( MH ) の下面からシリンター 
( D 1,0 2 > およびボ 1 J パーツ CS 50) をと 
0つけ、下面板 ( M 1 W で固定す S ®± 困に 
飛び出したシ U ンダ_にはストツ/卜(〇 
34) 在取り付けておくの奄忘れないこと。 


會凳光 タイオード ( mam ) の鏞子に 電池 金 興を 
と d つけ、ビス ctp e >« 4】で固定 •_? と金 興 
の接嫌はキツメに设定されているのでラジオペ 
ンチなど在使ったほラかいいだろラ • 糴池 金11 
の左右の通いにも注 單^ 最後に 霄 面パーツぼ： 
〇⑸と:3クビット爾面 CP 2 E ) 在取!3付ける。 


4-1 

♦獅 パーツ {裏： 014} に ボリ パーツ ( S 58) 在 
はめ r から本体にスライドさせて围定*発光ダ 
イオード(■(用} 0 U - ド線を写霣の位■::团定 
してお<»赤と XX の位漏を M えないこと 9 


使用八一， 

014. 015 、 R 
S 5 Bx 2 % 電池金具 x 

ビス [ 丁 P? x4]> 


使用バーツ： 

D 1 X?, 08x2, MI7, 
MIS 、 034X4 、 S50 


♦シ y ンターパーツ （d k cm は 
轉じ 形状。 


⑤ 腹部 


④背面 


酬パーツ： 

Alt AE A 1 B , 
D4, 05 、 013x2, 
E 7 x 4, J 8. L 1 X 2, 
L3x と L19 、 L2D. 
M30, M33 、 017 、 
Se 5 v S 41 

発光ダイオ - ド關 ) 


③コクピット 


alDjno pjJOPQ: 9 PDJ0P0j」ey 


#F 


# 



t 表 

) 】 <I 



E trjpr pc 

E7 4 s 



8 

7 




5 ! 


_«« 下 If ら § 在取 c\0 ける*このと# r コクビツ h フレ—ム 
_シ7\ン ダ—！! mu* れぞれシ U ンダ！を通すこと • 


子4 

峰 fl クビツトブロックをフレームで挟み込*、正面フレ 
—ム (0 17 ) を固定•フレIムの左右 C はシリンダ— (D 13、 

L1) を取〇付け r おく。 


峰コク ビツトフレ—ム{右： 左： L ts } に !/ ZV ノダ 
I* 部 (E7) をはめ t パ—ツ tL3} で B 定❶筋後のボリ 
パ—ツ 〖sir 10 4〇)も忘れずに取0付けてぉこぅ。 


モニタ—ブ〇ツク C 八ツチ {A 12 } をはめ r 裝 
1AI5、A1B) で挟み込む • 


3-5 

峰 Ka 部フレ —ムに 9想、 コク ビッ トを 取 け、それそ 
れ uixIKsll 中から引4出してお <• n クビットのシ 
y ンダ ー は II フ レ—ムの*部 C 取〇付けよ-つゅ 


3 11T 

# 全天 JS モニタ— {D4 、 D5} で n クビツトシ 
1卜 {MgrM3a> に座らせたパイロット (JB) 
t 発光ダイオ f ド〖胸用)奄挟み込！^ 


BI 2 

峰 H 体フレ11後装甲 (i: cll\ 左筋 

:cs\wac15) で挟み込み’ f 1で li 

んだブ□ック在取けて H 体の完成。 










































































特集 3 pg ガンダム Mk - n ビクトリアルガイド 

BANDAI 1 /60 scab pkastk kit "PERFECT GRADE 11 RX-178 GUNDAM Mk-B 


ARM 






crM ； 








3-1 

♦糊 R ヒジ期 K11 ) で國 BSSattLSl s 
9 ) e ： BS ビン ( K 34》$ 挟み込 

3* 4 

峰®篇フレーム ( K 12、 K 1 B)C 
各プロック奄と D つけ te 状鼷《 
スライド装甲 【H 4 /H B >ttty 
BUS に固定した手苗两應奄 
はめてから と 0つけよなお、 

でな < てもスライド装甲 
の_はフレーム色で*つておく 
といいだろ今* 


K 8 (K 7 ) 




3-5 

會 UI フレームと蘭臃フレーム亳写寘のようにスライド*せてしっか 
りと接雄したら、箱碗測にあるストツバー(矢印部1在上に引き上げて 
しておこ dd 




使用 パーツ： 
{左右とも ) G 5、 

H4(H6K IT2(1131. 

K1QH3, 
K16, K34, 
L25 、 S3 、 SI7. 

Sm. ピス [TFEX8] 


パーツ H 4 と HB 、 ITS と 



部 


フレームのさらに 内删 C もメカディテールが»<_ 成な ので、フレームを 雄!} 分けたい c いう 塞装 派 
はマスキンクが必須 《 級 E て自体は在しくないはず: 


峰！!スラスタ_フレーム(029 、 Q 
36) c « ny —マー HS 用ボリバー 
ツ ( S 10 とその B 定用バ_ツ (Q 
81) を取0付ける•それそれパーツ 
の安きをな- 


_ 脚 msm ( o ^ QffijTHCu 
パーツ (sso) 在挟み込 こ© ポ 
u パーツ c は鶴後の通いがあ s © 
で写翼在攀考に鼸羅えないよ ラ注 


ft 88 SSS « フレーム (K 5 
KB ) でビス tT — 
5 xB 17 B £« フレームの 
TC 注雇しよう • 



3-3 

會_フレ_ムにと *5 つけ S シ_ルド 
思 定用パ_ッ0<〗3、 S 17) にはとも C 
上あるので注簾《写翼のよ 5 CB 
みのある«が上になる0 




笤上腕 

使用バーツ： ( 左右とも ) D 7 % E 5 % 
K7\ K 8. K14. KI5. K35. N13. 
S34 、 S55. ビス CTP2x4]xe 


1 一 4 

搴鼸節プロック奄スラスター 
フ- —ム r 咦み逯む.:.このと 
e スラスターフレームにボ y 
パーツ ( S 5 B ) を钧杏に注雇し 
てはめておこラ 0 


使用 パーツ： 
( 左右とも )!<5、 K S. QHU 

QB4, 〇脈 Q29 、 
Q38 、 S1PX2. 
S30 、 S58. ヒス [TPP + 6X8 】 


2 肩関節 



perfeaGrade3?ctond A^ufde 



峰 シリンタ—バ I ツ {□?} を上 H ヒジ nfitKH K1S ) で 
» み込んでビス XTP2x 4 JrB * rz © i*ri/u >^ 
10肉抜 S 穴は内 «€' 向け r お<•なお，この段爾では S 
BS のデイ X —ルバ—ツ tz 13> は零 X の位！ 1 C 蓬し込んで 
あるだけなので注！ r 


P - <2 

峰 シリ>ダ（と〇なげた SS ( E 5) や JR U バ—ツ {s 34 、s 
涵)をはめ fc±R フレ—ムー K 7 1 K 0) r 狭み込*、ピ K tT 
PCWX 4】 で固定 • 

•パ—ツ K35 はヒス！！し用 
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WAIS 


S 48 
0 7 



F 4 


Ol 


K 33 





C £ サイドァーマー 


ク • 


F 2 


フロント 
ア^—マー 



八ズ ー カ 
ラック 


一'、：. 


一_ — •厂 


リア 

アーマー 




-( C 2 , F 7) およ贿ァ_マー奄取〇付けて 


♦サイドアーマー囊(右 ： 0 V /左 
: 0 8》にボリパーツ ( S 27) を写興 
賴き(右 
: F 6/$： F 7) に猫する。な 
おア•マー表にはマガジン苞定用 
ビン tK 33) 在あ&かじめ取り付 t # 

ておくこと。 


_フロントアーマ_雇{右： 〇 B / 
左： 〇 7》は{リパーツ CS 43) を写 
II の向 S ではめ込み、アーマー表 
(右: FS /*： F 4) C：ffirrSo 


タイカストが使用されている部分.組み立て9体は特 CHWi な t 、 


脅 タイカストパーツにボリパーツ ( S ! B ) 在組んだ固定 A —ツ 【Q 
IW を取り付けて、フレ_ム(料15、 Nt 8) で挟み込む。_体との 
樹 * ffl ボリーパーツ ( Sg 3) も忘れないこと d その後ァ_マー团 
定蠆麵 (L 5} 在取 D 付ける。 


使用パーツ：し5、 NIE , N 19, 012 X 2 . 

316 x 2, 823,ダイカスト 


使用パーツ： 

(フ□ント ) 〇と F2, F4, F5. 0B, 07, S^Kg 
( IMK ) FB , F 7, K 33 xg , Ql % OB , S ?? x2 

{リア ) Fh F 3、 N 10. 〇れ SW 


① 股関節 フレー 


(右 ： i 1/ 左 ： t g ) はやや畏<なっているの 
で■通えな u よ5注簾 u 


J 5、ぼ脈 H 2 t 

-I ?； \)i mm 


棚パーツ ： mmi 
(左 ) HE I 


醉首 


と H 3は同し形状 c 


a - 1 

曾 繭後装甲 (G 8、 （3 3》 に繼面パーツ (R 7, R 13) 
をはめ、 B 酬アーム (0821 奄取〇付ける0スラス 
ターにはノズルカバ* HA 8} と装甲 【 G 12 h フック 
( HI / H 9) をはめておこう a 


使用パーツ： 
(左右とち》 

C 18( C 17). 
Gl 、 Q 3% G 4 % 
G 8、 G 18, G 19. 
H 3( H 7). R 5. 
R 1 U S 57 


C 1 B と Gl ? + H 3 と 
H 7 は商し形状。 


使用パーツ：（左右とも ) A 8、 G 8, G 9. 
G 12, HI ( H 9). R 7、 R 13, QffixB 



mID 5 oIDIJOuQ:<DPDJ3t5aJJ_0QL 


s 13 

♦ u アア—マ—表 { Fi にはパズ1 
カラツク〇 L 3" z 10) K 1 ey パ t ツ 
§3>在固定してお* r ァ|マ— ■ 
(〇^)で挟み込む" 


5*2 

拳 萌 R ヒジ«装甲 {01} は ！ IW パ—ツ R3\ H 7) 在取 Dg 
けてか 6 フレ|ムに固定する*|| 088 || 8 甲〖〇 !6 \〇 17 >は上 
K 装甲 (G iel G 19 ) を取 ocrtr から X ライドさせてやろ5き 


指©形状は左右でまつた<罔じだが" ItJi 出しビン©位！！* IIA 
つている*繼立 KB * ではそれが目 2 たない去つ sfn ている。 


S —1— 

•箱 K 内*酱甲 ( GB}BB 用ア—ム { R 5、 R:r SS 7) は写 
真在#考に上下奄■通えないよ5注應•箱 R ヒジ付近の1 Q モ 
! ルドパ—ツ { G 3、 G 4) は形状が 91 なる©で ft 在付けよラ • 
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a-1 

♦ツマ先先 _ B ( A 1 D ) を下からはめた 
ツ V 先(赤•上 ： B 4) をフレ"ムの 
6 X ライドせ tHJE 、 そ© ft ツ7先 
面 IKU 5 ) を取 D 付ける•力力卜_ 
( U 4} はあらかじめ フレームに はめて 
お良そこ C * 力卜(赤•下： B 1 ) を取 
り付け正面シリンターカバー ( ME 5/ 
ME 81 もこの時点でと？)つけ r おこラ》 


042(038) 


G16 




獅パーツ： 
{左右とも} A 1 (k 

B 卜 4 、 G18 、 
G 17. G 8 Q , GEK 
HI 5、 _( WKa )、 
038, cm 
U4, U5 


MgSeMSB は _ U 形犹 



fi -1 


♦足菌正团シ 1 J ンダイ Olfl / DI 匕 
日田をッマ先_8(037\0411で 
挟 JW & む0このとき、ツマ先フレ 
-ム用ボリパーッ ( S 38》 を忘れ 

いこと 6 



巳 2 G17 


a - 8 

會ツマ先{赤•下： B 3>とカカト(赤•上 
: B 21在はめてか 6 k ツマ先 (6 :13 
1 B ) と力力卜 (0 : GH )、 アンクルガー 
ド細《右：038/$ : Q 奶礞と0つ 
け S •そ©後アンクルガ_ド(正面 ： H 
S 】在 SS に趣して左右装甲(右 ： G 
W / SG 21)« 取？)付ける* 


K 28 CK 17) 



E3/E4 


/ DI 4 


E 9 


•シリンダー ( D 0/ DM 、 
E 9 J を取9付けたポリパ 
ーツ如 I 一 { E 3/ E 4>« 
ボリパーツ ( S 5« C 取り 
付け、 mmmmKn . 
K 8 W で挟み込み、ビス 
[TP 2 KB ]で_2。それ 
を鼸麗カバー (K K 
4) で挟み込む。 


iJJ ; 雜:ミ _ 


使用パーツ 

(左右とも) D 8( D 14) 
E 3( E 4)' E 9, K 3 

K4. KI7, K2E 
S54 、 \^UP2xB 


* D 8 と014 、 E 3 と E 4 f 
_ じ形状〇 



1 


特集3 PG ガンダム Mk - I ピクトリアルガイド 

BANDAI 1 /60 scale plastic tdf "PERFECT GRADE" RX-178 GUNDAM Mk-0 






jJuiil? 


a -3 

會 アキレス 鍵 顧分の _ カパイ: ^ RB { M 〗 /M 
E 、 K 8) でチェーン E «] を挟み込办、メイン 
7 レームに圏 走 〇 力力ト フレーム (〇 3.04) 
や足菌側シリンダー ( Dllh ツマ先シ U ンタ 

»» { 〇 9 、 E6) %H0U 


H -2 

貪 足*メインフレ"ム {Q 5 )に各ボ U / PMS 31、 
S 紙 S 亂 S 46. S 51》® はめる.このときボ 1 J 
/《_ツ ( S 35) はかならず写 _©* 平位震を保つよ 
うにしてお< こと & こ®求 IMt —ツ tS 351 C ： フレ_ 
ム ( Q 86、 CK 7) 在はめたツマ S 6 M « H ^2/ y ン 
ダ_»も写翼®®■に取り付ける•そ®もう 
—方©メインプレーム {Q 8 m これらを挟 iWi む。 


獅パーツ: 
(左右とも} 

□ 9xg, D10(Q12). 
DUx? v E 6x2, 

E10. Ml (U2), 
K 9 、 0 3-6, Q2B. 
Q?7 、 037, Q4K 
S3K S35. S36, 
S 39, S 4 B . S 5 U 

チェーン[短 ] x 2 

ホ DW と Dl 匕 M 丨と M 2 は 
罔じ形状^ 


0L . 




右が E 2 C なつてい 
るよラだ。 


卜3 

會スト ツバー ( QM ) 
在下からスライドさ 
せて固定したら。ダ 
ン パー フレーム (L 
B . L 23, L 棚とシ 
リンダー編 8 【E I 
E 8) をと0つける* 


すべてのプ I □ック©中て実はもっともパーツ觳か多 I 、全重麗を支える部分なので強度の落ちる後八メ姐エはオススメ 
できない《 g ^ SSl は塞 p ながら組み立てるか单色で_してからドライブラシやェナメで雄〇分けよう • 


使用パ_ツ： 
(左右とも 》 E K E ?. % 
L 4 X 2, L 8, L 23. L 26. 

Q9, Q10' QR 
Q 17、 Q 18、 〇的、 

Q40 、 S22 、 SP3 、 

ビス[了 P 2 x 8】 xg % 
ビス [ TPg . SxB ]、 パネ CS ] 


會 ボリパーツ ( SZ 91 を足菌挺！ 
部 ( QV 7、 Q ! B ) r 挟み込*、ヒ 
I X[TP8JxB]TW 0 €ft« 

|フレーム/トツ ttmCMOJ で挟 
みビス [TP 2 K 8 3で篇定す各! 

フレーム正面のシリ 
ンタ ー 麵部 ( E し E 
0} もディラー / WMI 
なっている e こちら 
%どちらか正しいと 


±«〇)^ンパーパー 
ツ(し级 Lew は左 
右でヂィテールが囊 
な s ので注雇。どち 
らか IE しいといラわ 
けでは**そぅ规 
フレームの左鼸が L 
既右籠がし 26 C な 
っ ru るよラだ《 


perfst Grade pictorial Guide 





P3P6 


LL 



11? 

• 1 i で雄んだブ D ック c パネ S 3 奄入れ、フレ—ムパ—ツ6 
3、 Q 10) で挟み込みビス CHP 2 X 8 で固定**このとき"シリン 
夕—霉難 f リ八—ツ {sffi) を忘れないこと A 
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N 





D3/D8+En 


I 

I 4 為 〜 • 1 し 



'も■薦 



fl 


• @ 


0 

*T 






r 



)C 

美 




m 


t % 


K23(KPB) 


K 29 {K 20) 

% - i^r 


L 7 


S18 


屬 ‘ 


隨 


.i 


- * £； 

I 1 


デ 

--i- 

P--^ • 

•--* 


41 

9\ 







m 

_ 


A|i^ 報 

•_ ~ i ^ 


籬 






A 



い 《 



01:9 


Q2D 


% y%i 

° 8 3 f 

m w- 


M1B/M13 




07 


Q0 



SB 




B-2 

會勖カバイプ奄ヒサ期節フレーム 《 K 肌 K 29) C ® ETS » 腿 
フック基部 ( L 18) も忘れないこと*この動カパイプは、組み立て 
時 C プレーム供のチェーン奄接繼すると組み立てやす < なる* 



M 14^ M 15. M 18 と MI 3 は崗じ形状 <* 




♦チ I — ン CJI 3 在ボ 1 //C ー ツ ( S 18) に通し、カバ 
—( L 7) で固定 • この t きボ 1 J パ_ッのビンが力 
バーの凹みに®まるよ a にす s こと。 


&- 3 

螓スネフ レームの B 5 後にフ 
レームが 左右に広かるのを 
防ぐためのパーツ < R 8 、R 
會太モモフレーム ( Q 3 (K Q 3 U に««»接_バ_ 9 取?)付け、さ6にヒザ 

ツ ( K 2 i ) とヒザ_節用泔 U パーツ (3 u » shs ^ mm ^ mn -^ iK^K 

ヒ tPBBii は隨の向き C 注 JB してボリパ-ツかずビス [TPS x fl 3 ZS 
れなぃょぅ C *§ み細こと。 I 棚»ブ a ツクはまだ 

取り付けなくても構わ mu 



B -4 

會 ヒサ:？ーマーフレーム {右 ： Q 7> 左： 0 8) を 
それぞれのスライトアーム {右： 019/左： QM ) 6 -3 

とビン { Q 28) で篇定。フレーム内には装甲团 S 用會ヒザ两節フレームに太モモフレームとの篇定用フック 
ボリパ_ッ(341)を取0付けてお <• 13, S 8) を取 D 付ける。フックパ_ッの商杏 S ■通えないよラ注意。 


使 m 八ーッ：（左右とも） K20、KP9, LI 、 L18. 
M14(M15) 、 MI8(M13), 07. QB. 019, Q20 、 

Q ?8 x ?. S 18、 S 4 K チェーン[畏 ] x 2 


ヒザ圔 


5-4 

會太モモ II 面 ディ テール《右： A 84. M 3/ M 6, T 8/$： A 2 S , M 4/ M 5. 
T 2 》はそれそれ写 HCW 2 釅で各バ_ツ《思定〇 »カパイプ(右 ： T 8/左： 
T 2 >は上下を颶違えないよ5注麗^これを太モモフレーム C 取9付け S 。 


. 1^4と闓5は同じ形状 〇 


と M 


と D 


獅パーツ :( 左右とも ) AM 、 A2S, 
D3 (D8), Ell 、 K し K 2 、 K8K K32, K?3 、 
M3 ⑽ 8) 、 M4 (M5). Q30, Q3K RB 、 R9, 
S1(k SU. S33, T2, T9 、 ビス [TPPX8] 



<DioIDUOPQ=<DPD5 pmjj 9 Q_ 


6-5 

♦左右のア—マ—フレ—ムでヒザ！！顧%挟み込んで s 定すれはヒ 
ザ RIB ブ0ックの完成〃こ©ブ0ックの麻から太モモフレー<«ス 
ラ v - KfJ せなから取 OEt ^ xrli 方©フックを起こして固 {WMT 


Bi 

_太モモ讎ヒザ««基部疋1、に2)に取3け 
たボ：：\八|ツ(0533)でシ1»ンタ|{〇3\〇6' E 
U «固定*ヒザ関節プロック固定栗 1 J パ—ツ {S 
14}ち忘れないこと•なお、シ U ンタ—には醜後が 
あるので注想。 


股»**1*パ|ツ(^21}£:は上7があるの 
で注扈^八の大きい_0*上1<*^|6、 B 
WB プ〇ゥクの_にはストッパー<5^0 i 
S スネフレームと igt と外しづら：^ 
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特集 3 pg ガンダム Mk - n ピクトリアルガイド 

BANDAI 1 /60 scale plastic kit "PERFECT GRADE" RX-178 GUNDAM Mk-II 








i 



# 






⑦スネフレ _ 



D 装甲 


a-G 

會 ジェネレータープ D ックは左右それぞれ外*！からス 
ライド*せてスネフレーム CHS * も3—方のディテ~ 
ルはフレームの内劃に囲定すれ tfOK * このブ□ックは 
一 K はめると外しにくいので左右在■通えないこと* 


m 



會 スネフレームは基本的に左右の謹でまったく 
罔し形のパーツ奄使っている e その中で左右® 
達い在決定づけるのが*このジェネレ_夕一中 
央部 (Qlh R 18, RSiflDX ライドストッバ_ 
< Q 11)。 これの取付け方问奄しないよう 
注應しよ ラ。 


6-1 

•ス郭エネレ"チ^ KR 2 B ) t «( m 0】 
を組み合わせ、表に_カパイプ (TIU T 1 B 、 
装甲限ム （ I ⑴を取り付けてお<«な 

お* I II はランナーから切？)醜したら、ど右らか 
_方を I 明度 ss させておくこと^ 


Q *^ 4 

#势僕1ジェネレ _ 夕一のダクトフィン 

(T 3〜8 m まずパーツ(015】に 1 0 

つける®フインは中免から外にい< CO 
れて小达くなるので■達えないこと〇 


使用 パーツ： 
( 左右とも ) 
G 礼 I HKg % OIL 

015x2. Q1B、 
QF3, RB、R14、 
RI6. R18, R20、 

R23, 了 3 〜 B 、 

T10-14 


(©ジェネレーターブロック 


使用パーツ：《左右とも》 Klfl, K20X B 

K 2 BX 2 . KM 、 K27, K38 、 LB, LI6x2 % Q33' 
R4. R1E. SIB. S?4, S38, S53, ビス 〔 TP? x 8] 


Perfect GraaenDintorlalQcide 



G 



7,3 

♦装甲板表 { Ke 8) c 固定パ—ツ CL 
W ) を铒めに入れて固定したら、装甲 
板襲£|<20)を取り付ける*これ«ス 
ネフレ—ムの左右にと〇〇ける。 


峰 スネフレ—ム { K 19、 K 27} に 酉定 フックとヒ 
ザ下ア—マ isM —ツ {033}' ヒザ上フレー 
ム 固定 fu / t — ツ § Mr 足菌 WB フレ t A 
固定 1 U パ—ツ (S 19 ) を 取〇付 ける•ボ U パ 
I ツ ( SJ 5) の向表 C 注1 


e * or - 

♦ K ネは箱後の装甲{右 ： Hsr H ]4\ 左： HUH 13} 
とヒザ下在繊んでか^1|ザ615と左右装甲(外： GI 3 
\内： G u + Ti 在取〇 付け S ゴネの期後 W 甲には 
在右の IK い塞るので注«❹太モモ酱甲 £ G ? B 1 
はぃっ取〇付けて电〇:一^ 


7 -4 

# 足菌プロック在スネフレ—ムの_からスライ 
ドさせ•固定フックをたたんで本—ルド。_力 
バイプ奄通して*||完了。 


♦罢部に外«ジ H ネレータ tsffiQs'RH 
«取032ける•まず±部 (R 14} 在上からスライド 
* それ在下部 (G 84 J で固定する。スライ K ス 
トツバ ー の向き C 注* ur 左右を H 9 えないこと❹ 

S なみに写 H は右 ■ 用在 JE 面からみたところ❹ 

6,ネダ外バ U 
31 Ht > , 力!1 
(〇ジかた鷂 { 。 
部供上まは " iu る 
* 外の，に P - け 
定1%そる6 }ip 付 

S こ e>l 削 (R 晒取 

b ら。取一禪部 
70さ定をバ1 B 
a I 固 0) i )d 定 

11 SU 

m 祕 s i レ 3, け 
4 rg ー バネ I I 付 
， T R タカ H ( T り 
-5日?3|トシブ 0 

e _ 0 レク儀イを 
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L ^ 

1 H 






ボ溫 f 




o ^} 







pspaai 麵 


このキッ md バックバックは 鼋 as ボックス在兼ねたものにな〇ている《リード線は_切使ねれておらず、電篇作 
赛そ 0 ものは If 常に鼸擊。なお I 爾 顧こ使用するボタン霉池 ( LR 43 J は別郵りなので気をつけよ丄 




金具 A 






nt 

% 


S が 

る組 

11 
つあ 

にが 

なっ 

った 

る。： 



47) も先に1§み立てて 
から：?レームに取?} 


( R ?) をする P 八ッ 
クバツク本体への接 


3-1 

♦エンジンブロック 
基部 ( R 17. №3)で 
本体 fflira 木 1 」パー 
ツ ( S 1 U とノズルス 
ライド用ボリパーツ 
(S 4成挟み込んだ 
ら、エンシン下部 {R 
瓜 R 21) と上猫パー 
ツ ( U 3> をと0つけ 
る。 


3-£ 

拳 バーニアノズルは基部 ( S 45) 
とノズル外供 ( m )、 ノズル内 
儀 (A 7 )在«み合わせるだけ c 


ラック、バー 


獅パーツ：（左右とも ) A7xh R1 x2 % R15 、 R17, 

R2U R83, S4, S1L S45x? % U3 


使用 パーツ ： N 21 x 2 、 Og 、013, 016, R 3 x と 

R19X2 、 R?4x?. チェーン [ 長 ] x 2 


バーニア ブロック 


(右： 021/左： 〇 
laoam^y パー 
ツ (s b > を入れてお 

(右: 

03 )/ 左： OU 1 と 
あわせてフレ_ム« 
挟み込む a 




職ボックスと S 定用ボリパーツ ( S 37) 
) 奄はめたフレーム霣醞部 (0 5) 


使用パ - ッ：（右 ) N3 、 〇亂 OEh R?. 

RP5, SB, S?K S 47 
( 左 )N12、 OIK 〇 ]?, R8, 
R?5 、 SB 、 S 2 L S 47 


使用パーツ： Ml 、 N?, N7, N8, 05, 010, 
S37X2 % ビス [TP2XS] 、 _ 金具 A 、 
職金具 B, 電池金具 C, 電池金具 a 
ボタン電池 [LFI43 : 別売 ] X 2 




金具巳 



Z 



5 

?5 

R 


0 


aD Do 1 D w op a: 91 DDJ3 t 3 0jJ J 3) QU 


4 —? 

♦チ H I ン M 0 の上 MW 写 ■© 位！■で圔定してカバ f (RlBi 取 
下鏑は本体内部に押し込み、ここもスラスタ—プ〇ツク (NKr R 31 RM ) 
でフタをする。 
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特集 3 PG ガンダム Mk-n ピクトリアルガイド 

BANDAJ 1 /60 scale plastic kit "PERFECT GRADE" RX -178 GUNDAM Mk-D 


武器 


劇中で使用された一般的な武 S かすべて付 K n ック機嫌のあるシールドだけみ立てに3馨 
がいるが、その他は■単に格めるはず。 


/ 




S3 ^ U1 WKm 

# I 

m 013 圈 

IniHSfS 


u ue) 

リツプに保挎用 
ツ ( Q 〗3) と上面 
取0付け用パ 
S 3>€_ んで 




14 


p 

13 


513 


.■mi 


■P 9 


A 

23 


\ J A ] 


P16 




、後 

、 P 


S2 


r 8 


r 9 




13. PH . P 16. 

s ?) e フォアク 

リップ ( P 18 ,P 

吡 s ⑶はあら 
かじめ組んでお 
く® 


使用パーツ： AE 3 , M 7 . MB, MBQx 3 , 
M?lx3, M?3, PI 、 P2 、 P4 、 PS. P10 、 

P13 〜 16 、 P18, P19 、 P8K 013, 
RiQx?, S2. S3, S7, S13, S5?、U K Ug 


M23 


P9 

S 52 
MB S7 




一 - —— ▲ し」 

ta ^ ^ 
IVl / 



<J >3 

♦儼身 (Mh MB 、 M 23) と■部 ( P 21) 在組み，羅部の 
中にはボリパーツ （B 7) を_むこと • さらに*想の後ろ 
，ォアガ"ッブ右^ 1 けた上面力/レ Skffl カバのスリットに本体後部在取り付け * E パック B 定用パー 
( P 4 / R 10. Mm , M 21) を咖で5イフ iWWSl •:上面/トツ ( P 9 m 組^もので耐る， 


6 






■ - ■ 

| 1 - -- - ---- . 一 ，‘. 


P26 



33 J 


Q 



J 2 


n 

， i r 

o 

Q 

Q^ 

0 

"U 

i Jl * 

n 

3 ^ 

^t 

m 

Q 

Q 

c 

v«ww 4 

① 



P 6 (P 8 ) 



P20{P17) 

- - ， ；- t 

，一 11 ^^^ 

■ " A13 *A14 




獅パーッ ： A13 、 A14 、 MS, Milk JK U2, P3 
PS 、 P8, PI? 、 P20. P25. P27, 013, S 


V/ SS 


P1B 


MO (M10) 






hi 


會供 》«»( j i »奄カバ _( pi 7、 pan で挟み込む*そこに台塵 (p 
tw や败 ( A】l ah . m, mid ) を取?)付ける • 


■ 卜 

im- 




スライドレール （ NM) 



mB 

A 2 
J7 


S15 




スライドレール 1N14) 





010 


画■[■，二 て組んたフロックにシールト 

B 定パ-ツ ( P 83) とカパー ( PR } を 
とりつけ、そこにポリバ_ツ(315》 
奄はめた_部外装 ( OIQ ) を取0付け 
卜在と0つけてから、拥匾てビス [TPg X 4 I 3 本で靈定す 
ScJ * 後 C ビス■し ( JS ) この後、パーツの襄にスライドレー 

ル (MR NM ) をと！3つけ 



酬パーツ ： AK AEv AEB. CK J7-9, N11 、 
N14 、 N«K N24 、 03 、 010 、 P1K P23 、 P2A, 

S15X 2 % S26s ビス [TP2x4]x4v パネ [ 短 ] 


\SDl 




ビーム 





3—1 

♦シール KO ック部の板(〇 3 > にロッ 
クパーツ【 N 11 ) とパネ CHQ 在仕込んだ 
ものとカバー< N 20、 P 24. S 26) を組 
みあねせる9このとき、ロックパーツ 
の3本ビンとパーツ ( NM )®*^ をあ 
ねせること》ボ U パーツ ( S 28 i はパー 
ツ ( P 24) の凹み C 取0付け 5* 




バルカンポッド 


4 . « | 

會給壽ベルト（丨1幻を?*装 ( C 4、 C 5) で挟み 
込んで固定， mmici. 。3)にはアンテナ 
( M 19) S 忘れないこと • BH 額 C 雄ロバーツ (C 
B )奄付けて、»録ベ/レトのもう一方を B 3& T る • 




































































































































♦シールドは折 D たたみ式で谇絡双方で 
固定できるよ5になっている。專用ア_ 
ムを使えばヒジを S けてもシールドの橘 
置きがでぎるよ5になっている0 


八イバーバズーカのマガジ 
ンは力八一八ーツ （ M 22) をは 
めてサイドアーマーに取 D 付 
けが可能。 
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特集 3 PG ガンダム Mk 


ビクトリアルガイド 


BANDAI 1 /60 scale pkxstk lot "PERFECT GRADE" RX-178 GUNDAM Mk-H 





torade hdonal Guide 

























♦右编*インテーク部分の分 
釣案を K したコンセブト El 。 





抑イ 

通 SfSSo た 
箱載することにした, 












































































































































コ >12 プ K デザイン集 I 


會八ックパックノズルのギ5ッ 
クを含めた内部メカ設定 Q 

















































































































